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授業改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究教科 

  

 

 

児童生徒が，各教科における資質・能力を身に付けるための授業づくり 

     

 授業改善のポイント  
指導と評価の一体化を図るために 

 
 

教師からの説明が中心で，児童
生徒の発表や活動が少なくなってし
まう・・・ 

「指導と評価の一体化」を図りたい
けど，何から始めたらよいのか… 

「授業改善」と言われても，何をど
のように改善したらよいのか分からな
い… 

まず，単元（題材）で育成する
資質・能力を明確にし，指導と評
価の計画を立ててみましょう! 

児童生徒が自分の考えをもつことが
できるような学習活動を工夫してみ
ましょう! 

児童生徒の振り返りや評価の結果
を手掛かりに，授業を見直してみ
ましょう! 

小学校図画工作科 小学校外国語科 中学校理科 中学校音楽科 中学校美術科 

令和７年度 佐賀県教育センター 個別実践研究（小・中学校各教科） 

授業改善のポイント 

Ⅰ．指導と評価の一体化を図るために 

授業改善のＰＤＣＡサイクル 

文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編」を基に作成 

児 童 生 徒 の 
学 習 改 善 

教 師 の 指 導 改 善 

Plan 

Do Check 

Action 

資 質 ・ 能 力 の 育 成 



令和７年度 佐賀県教育センター 個別実践研究（小・中学校各教科） 

授業改善のポイント 

Ⅱ．ＰＤＣＡサイクルを意識した授業改善 

 

Plan  

 

 学習指導要領の内容等を基に，単元（題材）を通して身に付けさせたい資質・能力を明確

にする。 
 

 単元（題材）の目標を設定し，評価規準を作成する。 

 単元（題材）の指導と評価の計画を立てる。 

 

 

 

 

Do
 

 

 単元（題材）を通して，児童生徒の学習の見通しを共有し，振り返りを位置付けることで学

びを支援する。 
 

 毎時間のねらいに即して，児童生徒の学習状況を把握しながら授業を行う。 

 「指導に生かす評価」を基に，児童生徒の学習状況を捉え，その場で指導を行う。 

 

 

 P 

 D 

Plan は，児童生徒の学びの姿をイメージしながら，指導と評価の計画等を立てる段階です。 

Do は，立てた指導と評価の計画等に基づいて授業を行い，児童生徒の学びを支える実践を行う段階です。 
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授業改善のポイント 

 

Check
 

 

 自己評価・相互評価を通して，児童生徒が自分の学びを振り返る機会を設定する。 

 児童生徒の学習の成果と学びの実感の両面から評価する。 

 上記の２点を基に，単元（題材）の目標又は毎時間のねらいに即した学習の展開や活動

等について振り返る。 
 

 

 

 

 

Action
 

 

 学習の成果や課題の振り返りを基に，単元（題材）全体の構成を再検討し，単元（題材）

の目標又は毎時間のねらいに即した学習の展開や活動について見直し，改善を行う。 
 

 児童生徒の振り返りや評価を基に，単元（題材）の指導方法，教材等について見直し，

改善を行う。 
 

 授業の記録や評価の結果を活用し，継続的な授業改善につなげる。 
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Check は，児童生徒の学びの状況を把握し，学習の成果や課題を振り返る段階です。 

Action は，学習の成果や課題の振り返りを基に，次時の授業や次の単元（題材）に向けた改善を行う段階です。 
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